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作業環境測定に関する次の記述のうち、誤っている問 １

ものはどれか。

１ 作業環境測定の対象としては、環境空気中の有

害物質の濃度のほか、作業場の気温・湿度、騒音

なども含まれる。

２ 有機溶剤の測定対象物質には、第３種有機溶剤

が含まれる。

３ Ａ測定は、当該単位作業場所における気中有害

物質の平均的な濃度を求めるための測定である。

４ Ｂ測定は、単位作業場所の中で、有害物質の濃

度が最も高くなると考えられる場所と時刻におけ

る測定である。

５ 第２評価値とは、気中有害物質の算術平均濃度

の推定値をいう。

次の作業場の作業環境測定を行うのに、作業環境測問 ２

定士が測定しなくてもよいものはどれか。

１ 酸素欠乏の危険のある屋内作業場

２ コークス炉上において、コークス製造の作業を

行う作業場

３ 常時、研磨材の吹き付けにより鉱物を研磨する

屋内作業場

４ 鉛蓄電池を製造する工程において、鉛を溶融す

る屋内作業場

５ トリチウムを取り扱う放射性物質取扱作業室

常時次の作業を行う作業場のうち、指定作業場から問 ３

除かれているものはどれか。

１ 屋内でスチールショットにより鋳物の砂落しを

する作業

２ ずい道等の建設作業のうち、ずい道等の内部で

コンクリート等を吹き付ける作業

３ 屋内でボールミルを用いて鉱物を粉砕する作業

４ 屋内でセメント、フライアッシュ等を乾燥し、

袋詰めする作業

５ 屋内でガラス又はほうろうを製造する工程にお

いて、原料を混合する作業

単位作業場所の設定に関する次の記述のうち、誤っ問 ４

ているものはどれか。

１ 特定粉じん作業と第２種有機溶剤を用いた洗浄

作業が同一建物内で行われている場合、それぞれ

の単位作業場所の範囲は互いに重なり合ってもよ

い。

２ クロム酸鉛を取り扱っている作業場では、同一

の区域を、クロム酸と鉛のそれぞれの単位作業場

所として設定する。

３ 連続する２作業日にわたって測定を行う場合、

第１日目と第２日目の単位作業場所の範囲は、変

更してもよい。

４ 塗料の調合と塗装が行われている作業場では、

その区域を一つの単位作業場所とする。

５ 有害物質の濃度が、他の場所より常に高かった

り、常に低かったりすることが予測される場所は、

それぞれ別の単位作業場所とする。

Ａ測定の目的として、適当なものは次のうちどれか。問 ５

１ 当該単位作業場所における対象有害物質の拡散

する範囲を把握すること。

２ 当該単位作業場所における発生源近傍の対象有

害物質の時間平均濃度を求めること。

３ 当該単位作業場所で働く作業者の曝露濃度を推
ばく

定すること。

４ 当該単位作業場所の管理区分の妥当性を検討す

るデータを得ること。

５ 当該単位作業場所の管理区分を決めるための評

価値を求めるデータを得ること。



Ｂ測定に関する次の記述のうち、誤っているものは問 ６

どれか。

１ Ｂ測定を実施するかどうかは、作業環境測定士

が単位作業場所内の有害物質の発生状況等から判

断して決める。

２ Ｂ測定を行う時間帯は、Ａ測定を行う時間帯と

異なってもよい。

３ 手持ちグラインダーを用いて、間けつ的に研磨

作業を行っている作業者の近傍では、粉じんにつ

いてＢ測定を行わなければならない。

４ Ｂ測定のサンプリング・分析方法は、Ａ測定で

用いたサンプリング・分析方法と同じものでなけ

ればならない。

５ 相対濃度指示方法を用いてＢ測定を行う場合の

質量濃度変換係数は、その単位作業場所で行われ

たＡ測定の質量濃度変換係数を用いる。

有害物質の物性等に関する次の記述のうち、誤って問 ７

いるものはどれか。

１ トリジマイトは、遊離けい酸である。

２ 水銀の蒸気は、水を張った水銀溜めからも発生
だ

する。

３ コールタールは、常温、常圧で固体である。

４ 二硫化炭素は、無極性物質である。

５ ジクロロメタンは、水より密度が大きい。

作業環境測定対象の有害物質で、常温常圧において、問 ８

気体であるものは次のうちどれか。

１ 二硫化炭素

２ クロロベンゼン

３ キシレン

４ 四塩化炭素

５ エチレンオキシド
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環境空気中の有害物質 とその濃度の測定のために問 ９ 

用いられる捕集器具 との次の組合せのうち、不適当

なものはどれか。

 

１ アセトン 真空捕集びん

２ 酢酸エチル シリカゲル管

３ 塩素 バブラー

４ クロム酸 ミゼットインピンジャー

５ 二硫化炭素 小型ガス吸収管

環境空気中の有害物質の試料採取用サンプラーに関問１０

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ ミゼットインピンジャーを用いて弗化水素を捕
ふっ

集する場合、粒径 3～5 mm のガラスビーズを入

れると、気泡が大きくなり捕集率は低くなる。

２ グラスファイバーろ紙を用いて粒子状炭酸鉛を

捕集する場合、使用ろ紙は 0.3μm の粒子に対し

て 95％以上捕集する性能を有するものに限る。

３ シリカゲル管を用いてメチルエチルケトンを捕

集する場合、水蒸気が共存すると破過時間は短く

なる。

４ 活性炭管を用いて同一濃度のジクロロメタンと

トルエンを捕集する場合、ジクロロメタンの破過

時間はトルエンより短くなる。

５ テドラーバッグを用いてエチレングリコールモ

ノメチルエーテルを捕集する場合、バッグの内容

積が大きいほど濃度減衰率は小さくなる。



作業環境から採取した試料を分析する際、前処理の問１１

必要なものは次のうちどれか。

１ 鉱物性粉じんの質量濃度を重量分析法で求める

ため、ろ過捕集した試料

２ 鉱物性粉じんの遊離けい酸の種類をＸ線回折法

で定性分析するため、ろ過捕集した試料

３ トルエンをガスクロマトグラフによって定量分

析するため、直接捕集した試料

４ 弗化水素を吸光光度分析法で定量するため、液
ふっ

体捕集した試料

５ 放射性ヨウ素の放射能を計測するため、固体捕

集した試料

光散乱方式の相対濃度計に関する次の記述のうち、問１２

誤っているものはどれか。

１ 相対濃度は、粉じんの質量濃度と１対１の関係

にある。

２ 相対濃度計の示度は、試料空気の吸引流量が大

きいほど高くなる。

３ 粒子の組成と粒径分布が一定であれば、相対濃

度の値は質量濃度に比例する。

４ 標準散乱板に対する相対濃度計の指示値が標準

散乱板値と一致していない場合、光源を調節して

標準散乱板値に合わせる。

５ 光源のランプを交換した場合、標準粒子を用い

て較正する。

ガス検知管に関する次の記述のうち、誤っているも問１３

のはどれか。

１ 一定量の試料空気を吸引した際に現れる変色層

の長さは、測定対象物質の濃度とは比例しない。

２ 変色層の先端の明瞭さは、終末通気速度が小さ
りょう

くなることによって増す。

３ 水溶液が検知剤として用いられている場合の指

示値は、湿度の影響を受けにくい。

４ トルエンの検知管では、トルエンの測定値がキ

シレンによって負の妨害を受ける。

５ ベンゼンの検知管では、ベンゼンの測定値がト

ルエンによって正の妨害を受ける。
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次の記述の 、 の に入る用語の組合せと問１４  

して、正しいものは下のうちどれか。

「環境空気中の放射性物質の濃度を測定するために

用いられる試料の捕集方法として、放射性ストロンチ

 ウムに対して 、放射性セシウムに対して

が用いられる 」。

 

１ 固体捕集法 直接捕集法

２ 液体捕集法 固体捕集法

３ ろ過捕集法 固体捕集法

４ ろ過捕集法 ろ過捕集法

５ 冷却凝縮捕集法 ろ過捕集法

揮発性の放射性物質を取り扱っている作業場におい問１５

て、試料空気をサンプリングし、その試料を測定した
－４結果、空気中の放射性物質の濃度は、2.0 × 10

Bq/cm であった。そのときの試料の放射能として、３

正しい値に最も近いものは次のうちどれか。

ただし、試料空気の吸引流量は毎分 60ℓ、試料採

。取時間は１時間30分、捕集材の捕集率は 60％である

１ 6.5 × 10 Bq

２ 1.8 × 10 Bq２

３ 6.5 × 10 Bq２

４ 1.8 × 10 Bq３

５ 6.5 × 10 Bq３

正規分布と対数正規分布に関する次の記述のうち、問１６

誤っているものはどれか。

１ 正規分布の標準偏差は、分布の広がりを表わす。

２ 正規分布の曲線の形は、横軸に変数の対数をと

ったとき、最頻値を中心として左右対称になる。

３ 対数正規分布の母平均と母分散とは、互いに従

属関係にある。

４ 対数正規分布の幾何標準偏差の値は、必ず１以

上である。

５ 正規分布の平均値と標準偏差とは、同じ次元を

持つ。



環境空気中（25 ℃、１気圧）のモル質量 74 g/mol問１７

の有害物質を捕集液 4 mℓ に捕集し、そのうちの 1 mℓ

を分析に供し、最終試料液量を 3 mℓ として分析した。

この分析方法の定量下限濃度が 0.4μg/mℓ であった

とすると、空気中の濃度を 1 ppm まで測定するため

に必要な最小試料採取空気量として、正しい値に最も

近いものは次のうちどれか。

ただし、試料採取時に捕集液の損失はなく、かつ、

捕集率は 100％とする。

１ 1.0 ℓ

ℓ２ 1.2

ℓ３ 1.4

ℓ４ 1.6

ℓ５ 1.8

混合有機溶剤を取り扱っている３箇所の単位作業場問１８

所（ 、 、 ）について、作業環境測定のＡ測定を  

行い下の結果を得た。

１ １ Ａ２Ｍ σ Ｅlog

0.70 2.00 0.046

0.80 1.60 0.048

0.90 1.20 0.058

単位作業場所の管理区分が第３管理区分となるもの

すべての組合せは、次のうちどれか。

１ なし

 ２

 ３

 ４

  ５
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環境空気中の有害物質の測定に関する次の記述のう問１９

ち、誤っているものはどれか。

１ 真空捕集びんは、1.33 kPa 以下の圧力にして

使用される。

２ 活性炭管に同一濃度のトルエンとアセトンの混

合物を捕集する場合、アセトンの方が早く破過す

る。

３ ミゼットインピンジャーによる蒸気の捕集では、

吸引流量が大きいほど捕集率は低下する。

４ 慣性衝突方式の分粒装置では、衝突捕集板上で

再飛散を生ずることがある。

５ ポアサイズ 0.8μm のメンブランフィルターは、

0.3m の粒子をほとんど捕集しない。

Ａ測定およびＢ測定が行われる作業環境測定の結果問２０

の評価に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

１ Ａ測定値およびＢ測定値のすべてが管理濃度よ

り低くても、管理区分が第１管理区分になるとは

限らない。

２ Ａ測定の第１評価値が管理濃度より低ければ、

管理区分は第１管理区分になる。

３ Ａ測定の第１評価値は、幾何平均値より小さな

値になることはない。

４ Ａ測定の第１評価値が管理濃度と等しく、かつ、

Ｂ測定値が管理濃度を超えていない場合は、管理

区分は第２管理区分になる。

５ Ｂ測定値が管理濃度の1.5倍を超えていれば、管

理区分は第３管理区分になる。


